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R68um占

Theazuki-beanweevils,CallosobT･LLChusEhlnen-

sF'Srearedat350.from generation to generation

aremoreresistantthatlthoserearedat300.When

insectsreturnedfromthecondit王on･of350tothat

of300arereared atthis･temperatureduring

onegeneration, tlleirheatresistancearestill

high toacertainextent･Butthoser?aredat300
duringtwogenerationsafterthereturn三mgbecome

lessresistant.

Themortalitydurirlg growthperiodofins占cts

rearedat350isinclinedpart一y tobelligherthan

thatofinsectsrearedat300･Nu血berofeggs
-′

de一iveredfrom theinsectsrearedat35oisfewl･
Moreover, Some eggs of those insects areL

abnormalandtlleyCannothatch.

Itissometimesfoundthattherangeofvariation

inheatresistanceisinverselyproportional tothe'

morta一ityduringgrowth period.Therefore,we

cannotperfectly denythehypothesisthatthe
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increaseinheatresistanceofinsectsisdueto

the disapperanceofw飴k individualsamong a

,populationbythethermalselection･Nevertheless,

we could notassentto theopinion thatthe

thermalselectionisaso一ecauseofincreasein

heatresistance.

Inscctsrearedat340after10dayssincethey

hatchedatSODbecome high resistant.Butthe

degreeofincreaseinIleatresistance o【 those
I

insectsislower than that ofjnsects reared

at350fromgenerationtogeneration.Theincrease

inheatresistance mentiotled aboveseemstobe

exclusivelyduetothethermaladjllStment.

lfinsectsbred at30oare&osed to h'gh

Ltemperatureof48ointhemiddleoftheirdeve-

lopments,血esurvivalsaremoreresistant.But

degreeofincreaseinlleatresistanceisnotso

high.

Consideringthoseexperimentalresu一ts;itma女

beexpectedthattheso-Calledthermaladjustment

isthemaincauseofincreasein heatresistance

andtheもO-Calledthermalselectionisthesecondary

One.

Itisthephysiologicalbasisof.thermalad如Sト

mentthatthecrudefatcontentin insectbody

increasesbytileCllangeOfenvironmentaltempe-

rature.
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35. 燐酸第 1鉄あ蔚穀書虫に対す る殺虫効果 微粉由物質の殺虫効果に関する研究 第8報

安江安立 (岡山大学 大原段菜生物研究所)32.1._9.受理

恩 師 暴 川 超 音 博 士.の せ 稀 を 謹 ん で お 楓 す る.

.燐酸第1鉄 Fe3(Pod)空･8H20 およびこれを主成分とする藍鉄鉱 vivianite微粉の貯蕗穀物害虫コ

.クヌストモドキ,コクゾウにたいする Zacher効果について検討したところ,その作用はあ凍り独

力なものではなかった.

簡酸第1鉄 Fe3(Pod)2･8Hと0 は水に難溶性の青

緑色の粉末であるが,天然 に座 す る ものは監鉄鉱

vivianite として知られており, わが国ではかつて

1916年川村多夫二教授3)により琵琶iTn北部の湖底から

緋成鉄として採集されたことがある.員菜上では稀に

輯厳肥料5'としても用いられることがあり,特に夏期

水田において肥効が高いという報告℡)もある.これを

殺虫剤として放初に依ったのはソ連の Ivanoval)で,

貯蔵穀物苦虫防除の目的をもって藍鉄鉱微粉を貯蔵小

麦のなかに小麦の韮矧 こたいして 1/1000の割合で混

合しておけばグラナ')ヤコクゾウCalandragranarL-a
L.などの緊勅を防ぐことができると発表した.

.筆者は多年にわたって種々の鉱物性微粉の貯蔵穀物

等虫にたいする所謂 Za占her効果を研究中であった

ので,該論文に興味をひかれ 早速追試をおこなって

みたので,取敢えずこ にゝ右の結果を報告する.この
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実験は昭和28年度文I･tS竹村学研究で空によるものであっ

て,当時の総合研究班Li京筋大学fE投武F,EL三dE.:博士に

敬意を盛すると共に,ll'益なる御教示並びに政宜を与

えられた東北大学農学遜土讃怒科学哉基藤配彰夫教授,

大阪市立大学理工学部三木虎数段,京都大学出学部河

野達郎助教E･,京都大学化,L之研充F野長沢純,k帖士の御

好意を謝する次第である.

実額材料及TJ'方法

実験材料 = この実験にもちいす･_燐簡第 1鉄 Fe3

(P0.I)空･8王も0 は巾版の化芋試瀧 (rl一山化学炎品l占

製造 ｢化'lj2Jlj｣) で灰紬也を里する粉末であるか,こ

の試料のなかには新 仏 の燐繋節 C2鉄 FePO-I･xH_･01
が}'H二此/上していろことがJI&'郎T.73̂=帖-J:D御教小によ

り明 らかになった.しかしtuJ時は他に純品をICEIちに入

手することができなかったので,-1,しこの試料を 325

メッシュのタイラー標1L.:節を通過させ.;=微粉末で実験

することにした.節 1榊の左は ､11該.試料の''正子頗微鏡

写flt (拡大率×5,000)であるが,これを投雄するに

ついては京祢大学化学研究所矧 帖｢文博士に技術上お

IiL一粥になったことを附記して,こ にゝ測点を衷する.

Fig･
1
･
Lert:anelectronmjcrograph(×5,
00J)
o〔powderedferrouspl10Sphatc〔Fe3(PO｣)e･
8[-hO〕-
Right.thevivia山tc(slightlydiminished
insir.e
)roundattheshoresorKinokaWariver
nearHashimoto,
WakayamaPrer.
byProLS.
Miki
.

またさきにのべたように燐厳節1鉄は天然には感談
鉱vivianiteとして産汁けるが,_
=
_
A-J篭絡上の御好意

により同伯士が和歌山Lrr
tP那耶椛本町附近の紀ノ川河
畔において揺掘されたEi径約2
.
5cnlのほゞ球根を里

する出重な藍鉄鉱の鉱塊腔を(節lt削,-)を乳鉢で働
押し
,
これをさらに325メッシュ頗唯節を通過させf=
微粉末を実験にもちいた
.
この粉涼刀色調は前述の化

学試薬としての頻繁第1鉄とくらべてはば同色であっ

た
.
因みにソ連の研究者がもちいた盛鉄鉱はシベ･)ヤ

の泥炭のなかに爽傑物として混作し,このことは同国

で肥料に朗せられる泥Ikt3)品Tfを低ドさせてい-Jとの
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ことである.

実験方法 : 殺虫試験にあってはコクヌス トモドキ

Tribollum α∫taneum (Herbst)にナこいする場合は,

箇径 3･5cm の小型シャーレに瞬較邦 1鉄の微粉末を

おのおの 1･5gいれておいたなかに,コクスス トモド

ヰ成虫を 20-30匹あて投入して玉をし,粉末が虫休

によく附Ttするようにしばらく容'Brと手で振っての

ち,底苛に金歯飽和柄液をみたして内室の相対脱皮が

75J'/OになるJ:うに調節したデシケーターのなかに殺虫

試試用シャーレをおさめて,この悠芯全体を27.50の

'riI気I鵬AnL中におき,以後 1日11LJrJを時刻 (14時)に

室lJgにシャーレをとりT=1してなか7)他 誌山J)吐牝を観

娯した.なお試;姫のかわりに小麦粉 1.5gをいれた対

IIR区では水火鹸期間中に成虫のタと亡するものがなかっ

たのみならず,次代の幼虫が繁雑するのがみられたが,

試験区では奴!論次代の幼虫が発育するなどのことはな

かつナこ,

またコクゾウ C̀血′ldraoryzaeL. にたいする場

合は'持古I2'が:ききに発表した方弦にしたがい,50cc人

1.n.胞 広口瓶に玄米 (品唖 朝日)log,供試藍鉄鉱微粉

末 0･2gを添加してJ:く混ぜ合せたものに,コソゾウ

の成虫の穀柏から羽化脱.JfE.当日の新鮮個体をおのおの

50匹あて投入し,以 Fはコクヌス トモドキのu虫試験

の場合とIiT]桜に処Eiした.

実 験 結 果

実験閲輪後,日数が経過するにしたがって韓愚第1

鉄微粉で処理したコクヌス トモドキが死滅していく･状

態を累も'l朗度数をもってしめすと第 1&のことくであ

る.この 時間一殺虫率曲線 をグラフにしめし･;:のか第

T(lble1. Time-moILaljtyoftheredrustflour

beet】C,T/･I'bolnL/JLCCSEaneuJJ王, treated with

powdeTedferrousphosphate.AHthenumber
ofanimalstestedwas147adu一ts.

…nutliSive,asIJ｡憲 …[;isevcets瞳 Si:eyasl..?udn?aEdl';itir:seects
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Fig･2･ Timer_mortality curves of iron
pllOSphates,fortllered rustflotlr beet一e,
TrL'boIL'umcasLaneum,treatedwithpowdered

ferrousphosphate(A).andforthericeweevil,
Calandrao'yR7ae, tr占ated wi(h pulverized
vivianite(B).

2図における曲線 A であって, ほゞS字形を里し

つつ死んでいくが,一方和歌山爪超藍鉄鉱微粉で処理

したコクゾウの場合は同図の曲線 B にしめすとおり

で,前者より早く死滅していくが,処理日数6日間以

後では累Bil粗虫率 43,% に達したま 以ゝ後死亡するも

のがなく30日を経たので,こ でゝ実験を打切ってしま

った. ､

つぎにコクヌス トモドキにたいする燐酸邦 1鉄処理

区の殺虫試験紙取,すなわち第2図の曲線Aについて

1次変換を施して縦軸の累抗殺虫率を probititi位に,I
横軸の経過日数を対数にとると,その作用曲線は上方

に折れ曲った ｢く｣字形の2本の層線に変換される.

したがって筆者の弟6報17)におけると同様, Blissl)

の提唱 した 不完全型時間-殺虫率曲線 incomplete

time-mortalitycurveの計罪方法によt),この場合描

かれた回帰線のうらで probit5̀の庄班をその線分の

上にのせている上半のtEi線描分のみをとり,下半部を

切りすてて所定の数値計罪をおこなった.その結果は,

中央致死時間 15･81日,信税限界 15･29-16･3日.,

回帰方程式 YF5+11･91895(erl･1990)となる･

そしてこれを図示したのが第3図である.すなわち,

中央致死時間15.8日は,やはり同じ苔虫にたいして準

者が実験して きた極々の珪酸塩頬微粉,た とえば

silica.ge16',炭化珪讃7㌧ 珪藻土8㌧ 糊底泥i9･11㌧ 或

いはまた稀有金屑酸化物微粉10'に比較すると,勿論同

時実験を行ったわけではないから正確な比較にはなら

LEES)!qOJ
d
u
!
倉

Lt2】hO
m

u tB L'i u

I
Survivaltimeinlogarithms,∫

Fjg.3. Atransformedregressionline(after

Fig･2,curveA)whichwastrunjatcdatthe
lowerpoint,showing theinsecticidalerfect

ofpowderedferrousphosphatellpOntheadult
flourbcetTeS/Theequation ofthelineis

Y--5+ll.91695(ill.1990).

ないが,蜂酸第1鉄の殺虫効果は著しく弱いことがわ

かる. ､′

また三木茂侍士の卸好志により入手できた藍鉄鉱微

粉のコクゾウに対する効果はソ迎のグラナ')ヤコクゾ

ウに関する成抗からみて,その結果を期持したのであ

るが,実験開始後30日をへても尚その殺虫率はわずか

に 43% にすぎなかったので,こ にゝはこれに就いて

の詳しい実験結果をあげること.を省略して,詔2凶に′
その作用曲線 B を示すにどどめた.

位後に輯敢第1鉄が昆虫の食物と共に摂収せられて,

その消化管円にはいり,そこで砧剤としての効果を発

揮するか石かをみろために,隣憩第1鉄の10%水道水

懸濁紋を桑築 (品種魯桑)に塗付したのち,これを的

乾娩させたものを5令の蚕児 Bomby.I_moriL.に

たいし添食試験をおこなってみた.この勘合処理桑菜

を多少嫌う幌向もあったが,これを食下した蚕児はい

ずれも対照区にくらべて目立った遅延もせずに結繭し

た.また,モンシロチョウ PLlerEsrapae､cruclvoL,la

Boisduval幼虫の添食試験においても同様に先箱がみ

られなかった.それゆえ本剤の昆虫に対する殺虫効果

は申i;5作用によるものではないと考えられる.憐酸鉄

はまた医薬としては増血剤としてもちいられる程であ

るから,̀その生物に及ぼす生理作用は一般的に考えて

みても汲烈なものとは思われない.また既述7)ように

本実験にもちいた燐繋市1鉄にはわずかながら瞬薮第

2鉄を合Jffすろことがわかったので,その後両者の純
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晶を依って殺虫試験をやr)起したが,この成馳 こつい

てはほかの.1爪践韓酸坂祝微粉に関する結果とともに別

報として報告する.

この研究の一部は昭和30年6月5乱 日本昆虫学会

中国支部第3回例会 (於山口大学農学部)において口∫
頚で発表済みである. .

揖 軍

I1. 時酸第 1鉄 Fe3(Pod)2･8H20 および藍鉄鉱

vivianite'の微粉末を貯穀苦虫であるコクヌス ト手ド

ー+ TrL'boIL'um faStaneu桝 (Herbst), ヲクゾウ

CalandraoTyR:aeL. の成虫の体表にふりかけで粉

体の有する接触的殺虫効果,すなわち所謂Zacher効

果について実験を行った.
I

2. 鋳酸第1鉄の微粉末のコクヌス トモドキにたい

,する殺虫効果を,Blissl'の不完全型時間･殺虫率曲線

数値計井蔭にしたがって検討した結果,その中央致死

時間は実験温度 27･.50,相対湿度 75% の条件a)もとI

において約15･81日となt),.その作用はあまり助力で

あるとはいえない.

3. 瞬敢第1鉄を主成分とする藍鉄鉱 vivianiteの

コクゾウにたいする殺虫効果をみたところ,該微粉の

接触日数30日を経るも尚その殺虫率はわずかに43%に

す音なかった.
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Rさstm 占
∫

1.The lethal effect of powdered ferrous

phosphate〔Fe3(Pod)2･8He0〕totheredrustflour

beetle, Tribollum casLaneum (Herbst), with

sprinklingmethodhavebeenexamined. During

thetest,thetemperatureandrelativehumidityof

tlleairwasadjustedat27.50and75% respectively.

CalculatingtheresultsbytileprObitana一ysisof

theincompletetime-mortalitycurvesthemedian

]etllal.timeムfthedrugwas,then,Obtainedas

15.8days.Thewriterconsideredthattheprinc王pa]

actionofferrousphospllateagainsttheinsects

hadbeenduetotheso･calledZachereffect,･but

itslethaleffectwasweakerthan another'silicate1
dustssuchas silica gel, silicon･carbide and

diatoPabeousearth･

2.Thepulverizeddustofvivianiie〔Fe.1(Pod)2

･8H20〕,oneoftherockphosphates.,whichhad

beenfoundinthealluv王alplainatWakayarpaPre-

fecturewasusedfortheexperiment･Their.S.ecti･

cidalaction ofviv王a血itedustagainsttherice

weevils,CalandraoTyR:aeL.,withthesamemethod

describedintIleabovetestwasnoteffectiveand

themorta一ityof'theweevils treated with the

mineralsobtainedin30day主was43percentonly.

I ･ . Determi nation ofAIelhylhromi de･ Masah王de Srm oT苧m and､Akira HAŶK̂WA･(Food1

Research hstitute,Ministry ofAgricu一tureandForestry,Tokyo).lReceivedJanl12,1957.

BodzL･Kagaku,22,208-214,1957,(withEnglishresume,214).

~~36･ メチ/け nマ1 ドの測定法の歳計 白石正英 ･●早)岬 (B杯省 食粒研究所)声2･1･12電撃

謹 ん で 春 川 忠 告 博 士 の 奇 瑞 を 祝 賀 .し奉 る.

煉蒸ガス氾皮を叩定するには種々の方法があるが. 化学的方法にしても,物理的方法に放ても振作

が虎雄でしかも多くの時間を要するものが多い. 宍際に畑兼凸砕ガス氾皮を知らない勘合には扱作

が簡便でしかも迅速である事が要求される.そこで Volhard.法,Fajans法を検討し,､さらに物理 '

的測定法のう.b干渉計塾ガス分析計の使用を検討し,これにより測定時間を1-2分起皮とすること

を得た.

メチルブロマイドはクロールピク[)Yと異 り金属を 腐蝕せしめることが少く,また常温に放て容易に気化
(
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